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史
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一　

環
境
史
と
歴
史
生
態
学

近
年
、
文
化
人
類
学

に
お
い
て
、
環
境
史
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

て
の
背
景
に
は
、
次

の
よ
う
な
2
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
か

つ
て
の
文
化
人
類
学
で
は
、
現
存
す
る
社
会
に
は
変
化
し
が
た
い

圓
有
の
本
質
が
あ
り
、
そ
れ
が
過
去

の
復
元
に
つ
な
が
る
と
想
定
す
る
本
質
主

我
の
立
場
に
立

っ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
文
化
人
類
学

で

け
歴
史

へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も

に
、
近
代
人
類
学
の
本
質
主
義

に
対
す
る

批
判
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
q
。
そ
の
結
果
、
人
類
の
基
本
的
な
生
計
活

劫
で
あ
る
狩
猟

・
採
集
や
牧
畜

・
焼
畑
な
ど
に
依
存
す
る
社
会
を
主
な
対
象
に

し
て
い
る
生
態
人
類
学
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
環
境
史

へ
の
関
心
が
高
く
な

っ

L
い
る
。

例
え
ば
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
南
部

ア
フ
リ
カ
の
狩
猟
採
集
民

ヲ
ン

(ブ

ッ
シ

ュ
マ
ン
)
を
対
象
に
し
た
人
類
学
的
研
究
に
お
い
て
は
、

一
九

ハ
○
年
代
終
わ
り
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

『
カ
ラ

ハ
リ
論
争
』
と
呼
ば
れ
る
論

載
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
サ

ン
が
前
の
時
代
の
生
き
残
り
で
あ
る
と
み

は
す

「伝
統
主
義
者
」
と
、
彼
ら
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
バ
ン
ツ
ー
系
農
牧
民
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
大
き
な
政
治
経
済

シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
辺
地
に
住
み
、
社

云
的
に
下
位
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
と
み
な
す

「修
正
主
義
者
」
と
の
あ
い

κ
の
論
議
で
あ
る
。
現
在
、

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
て
、
植
民
地
時

代
に
お
け
る
サ
ン
の
社
会
史

・
環
境
史
研
究
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
に
。

　
も
う
ひ
と

つ
の
背
景
と
し
て
は
、
文
化
人
類
学
に
お
け
る
地
球
環
境
問
題

に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
環
境
問
題

を
文
化
人
類
学
的
に
研
究
す
る
分
野
と
し
て
環
境
人
類
学
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
給
。

ま
た
そ
の
解
明
に
は
、
文
化
生
態
学
、
歴
史
生
態
学
、
政
治
生
態
学
の
3

つ
の

生
態
学
の
視
角
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
か
で
も
歴
史
生
態
学
の
そ
れ
は
、

人
間
と
環
境
と
の
関
係
を
歴
史
的
視
点
か
ら
把
握
す
る
も
の
で
、
本
稿

で
対
象

と
す
る
環
境
史
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
意
味
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
環
境
史
と
は
、
あ
る
特
定
の
時
空
間
に
お
い
て
人
間
が
ど
の
よ
う
に

自
然
資
源
を
利
用
し
管
理
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
分
野
で
あ
る
ω
。

環
境
史
の
中
心
的
対
象
で
あ
る
木
、
岩
、
病
気
、
気
候
な
ど
の
自
然
資
源
は
、

単
な
る
社
会
史
の
背
景
と
し
て
で
は
な
く
本
質
的
な
も
の
と
し
て
重
要
な
部
分

を
占
め
る
。
こ
れ
ま
で
環
境
史
は
歴
史
学
の

一
分
野
で
あ
る
の
か
、
学
際
的
な

領
域

で
あ
る
の
か
を
め
ぐ
り
論
議
が
続
い
て
き
た
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ

(以
下
、
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
を
意

味
す
る
)
を
対
象
に
し
た
環
境
史
研
究
の
動
向
を
簡
単

に
展
望
し
た
う
え
で
、

現
在
、
筆
者
が
す
す
め
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
保
護
領
ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド

(現
在

の
ボ
ツ
ワ
ナ
)
の
環
境
史

・
社
会
史
研
究
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
侮
。

筆
者
は
、
口
頭
伝
承
を
収
集
す
る
現
地
調
査
と
同
時

に
、
ボ

ツ
ワ
ナ
政
府
の
国
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立
文
書
館
で
の
資
料
収
集
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
降
水
量
変
動
に
と
も
な
う
旱

越
、
バ
ッ
タ
の
到
来
、
天
然
痘

へ
の
住
民
の
対
応
な
ど
の
実
態
の
解
明
に
は
文

書
と
口
頭
伝
承
と
の
両
面
か
ら
把
握
す
る
よ
う
試
み
た
。

ニ
　

ア
フ
リ
カ
を
対
象
に
し
た
環
境
史
研
究
の
動
向

　
筆
者
は
、

ア
フ
リ
カ
を
対
象
に
し

た
環
境
史
研
究
を
展
望
し
て
、
次

の
よ
う

な
3
期

に
時
代
区
分
を
す
る
。
第
-
期
は
、

一
九
七
七
年
～

一
九
九
五
年

の
期

間

で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
は
、
環
境
史
と
い
う
用
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、

東

ア
フ
リ
カ
を
中
心
的
な
対
象
に
し

て
歴
史
学
者
に
よ
る
環
境
史
研
究
は
行
わ

れ
て
い
た
。

　
ま
ず
、
人

に
よ

っ
て
管
理
さ
れ
る
生
態
シ
ス
テ
ム
が
経
済
発
展
の
基
礎

に
あ

る
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、

一
八
五
〇

ー

一
九
五
〇
年
の
タ
ン
ガ

ニ
ー
カ
を
事
例

に
生
態
学
的
管
理
と
経
済
発
展
に
関
す
る
歴
史
的
変
化
が
扱
わ
れ
て
い
る
⑯
。

そ
こ
で
は
、
植
民
地
時
代
の
政
治
経
済
的
側
面
に
深
く
か
か
わ
る
牛
疫
の
勃
発

や
野
生
動
物

の
保
護
政
策
な
ど
、
従
来
の
研
究
で
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
側
面
に

焦
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
北

ロ
ー
デ
シ
ア

(現
在
の
ザ

ン
ビ
ア
)
東
部
で
は
、
資
本

主
義

の
浸
透
や
植
民
地
管
理
が
す
す

ん
だ
結
果
、
土
壌
浸
食
や
森
林
破
壊
、
お

よ
び
ツ
ェ
ツ
ェ
フ
ラ
イ
や
眠
り
病
の
導
入
な
ど
生
態
学
的
な
問
題
が
引
き
起

こ

さ
れ
た
σ
。
農
民
は
も
と
も
と
肥
沃
な
土
地
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

植
民
地
時
代

の
終
わ
り
に
は
貧
困
化

し
て
い
く
過
程
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
イ
ギ

リ
ス
の
歴
史
学
者

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ら
を
中

心
に
し
て
、

ア
フ
リ
カ
の
資
源
管
理
と
保
護
政
策

に
関
わ
る
学
際
的
な
研
究

(
C
o
n
ser
va
tio
n
in
A
frica
』
所
収
)
が
早
く
も
行
わ
れ
た
。
彼
の
研
究
に

よ
る
と
、
東

ア
フ
リ
カ
の
イ
ギ
リ
ス
値
民
地
で
は
、　
一
九
≡
つ
甲
代
に
な
る
と
、

農
業
生
産
の
向
⊥
を
求
あ
る
動
.き
を
背
鼻
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
込
に
よ
る
農
糞

生
産
の
方
法
な
ど

へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
き
た
と
い
う
⑱
。
し
か
し
、
過
剰
生

産
に
と
も
な
う
土
壌
侵
食
な
ど
が
、

ア
フ
リ
カ
の
土
地

へ
の
生
産
力
に
威
圧
を

与
え
て
き
た
。
こ
の
た
あ
、
植
民
地

で
の
自
然
資
源
の
保
護
が
重
要
な
関
心
事

に
な

っ
た
。
彼
は
、

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
植
民
地
政
府
と
土
壌
保
護
と
の

関
係
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、

一
九
三
八
年
以
前

で
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
植
民
府
お
よ
び
東

ア
フ
リ
カ
の
行
政
官
と
も
、

ア
フ
リ
カ

の
農
民
や
牧
民
の
家
畜
飼
育
に
直
接
介
入
す
る
政
策
で
あ

っ
た
も
の
の
、

一
九

三
〇
年
代
に
植
民
者
の
思
考

の
な
か
に
間
接
統
治
の
原
理
が
新
た
に
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
を
見
い
出
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
彼
ら
は
、
歴
史
学
者
を
中
心
に
し
て
人
類
学
者
、
生
物
学

者
な
ど
が
参
加
し
、
野
生
動
物
の
管
理
や
土
壌
保
護
な
ど
に
関
与
す
る
社
会
的

側
面
を
広
く
扱
う
研
究
を
す
す
め
た
e9
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
ケ
ニ
ア
の
植
民

地
時
代
に
お
け
る
森
林
管
理
と
保
護
、
共
編
者
の
グ
ロ
ー
ブ
は

一
九
世
紀
の
ケ
ー

プ
地
方
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
人
の
保
護
の
考
え
方
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
両

者
と
も
共
通
し
て
、
生
物
種
や
環
境
の
保
護
を
考
え
る
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す

ア
フ
リ
カ
人
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
見
る
必
要
が
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
植
民
地
時
代
の
土
壌
浸
食

の
状
況
、
そ
の
原
因
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
府
の
対
応
が
研
究

テ
ー
マ
に
選
ば
れ
て

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

レ
ソ
ト
の
土
壌
浸
食
は
、
も
と
も
と
ソ
ト
族
の
原
始

的
な
農
法
や
過
放
牧
が
原
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
意
外
と
そ
の
事
実

の
裏
づ
け
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
植
民
地
府
は
、
二
〇
世
紀
の
は

じ
あ
に
灌
概

の
可
能
性
を
述

べ
た
報
告
の
中

で
土
壌
浸
食

に
言
及
し
て
以
来
、

調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
が
強
い
関
心
を
持

っ
て
き
た
歴
史
が
概
観
さ
れ
、

ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ト
族
の
活
動

へ
の
否
定
的
な
見
方
が
修
正
さ
れ
る
O
。
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第

H
期

は
、
　

一
九

九

六

年

～

一
九

九

九

年

の
期

間

で
あ

る
。

こ
の
時

代

に
は
、

歴

史

学

の
隣
接

分

野

で
あ

る
文

化

人

類

学

や
人

文

地

理

学

か

ら

の
環

境

史

研

究

が
生

ま

れ

て

い
る

。

こ

の
時

期

は
、

自

然

景

観

に
作

用

し

て
き

た

人

間

活

動

の

歴

史

が
復

元

さ

れ

た

結

果

、

「
環
境

見
直

し

論

」
と

い

う
新

た
な

パ

ラ
ダ

イ

ム
が

生

ま

れ

て

い
る

点

に
特

徴

を

持

つ
。

そ

こ

で

は
、

現

在

の
世

界

の
熱

帯

林

は

、

原
生

的

な

状

態

で
残

っ
て

い

る

よ
う

に

み

え

て
も

、

実

は
何

世

紀

に
も

わ

た

る

自

然

と
人

為

の
相

互
作

用

の
結
果

と
し

て
変

え

ら
れ

て
き

た
も

の
が

多

い
と

さ

れ

　

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

た

O

。

旦
ハ体

的

に
は

、

森

林

・
サ

バ

ン
ナ
O

、

熱

帯

林

0

、

有

用

樹

の
形

成

O

な

ど

サ

ハ
ラ
以

南

ア

フ
リ

カ

の
多

様

な

植

生

に
対

応

し

て
、

い
ず

れ

も

ア

フ
リ

カ

人

の
主

体

的

活

動

の
復

元

と

そ

の
評

価

を

し

て
い

る
。

　

西

ア

フ
リ

カ

の
ギ

ニ

ア

・
サ

バ

ン
ナ

に

お

け

る

サ

バ

ン
ナ
と

森

林

の
歴

史

に

関

し

て
、

こ
れ

ま

で

は
人

間

活

動

に

よ

っ
て
森

林

が
消

失

し

て
森

林

は

サ

バ

ン

ナ

の
な

か

に

パ

ッ
チ
状

に
残

存

し

て
き

た
と

い

う
見

方

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対

し

て
、

フ

ェ
ア

ー

ヘ

ッ
ド
ら

は
森

林

景

観

を

復

元
す

る

こ
と

か

ら

農

民

の
活

動

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

は

む

し

ろ

森

林

被

覆

を

増

大

さ

せ

て

い

る

と

い

う

こ
と

を

明

ら

か

に
し

た

O

。

そ

の
手

法

と

し

て
は

、

一
九

五

二
年

と

一
九

九

一
年

の
航

空

写
真

や

一
九

八

九

年

と

一
九

九

二
年

の
衛

星

画

像

な

ど
を

景

観

復

元

に
利

用

し

て
い

る
。

一
方

、

同

様

の
地

域

を

対

象

に

し

て
、

航

空

写
真

、

衛

星

画
像

、

G

I

S

(地

理

情

報

シ

ス

テ

ム
)

を

使

う

こ
と

か

ら
、

上

述

の
事

例

は

ギ

ニ
ア

・
サ

バ

ン
ナ

の
な

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

で
特

殊

な
も

の
で
あ

り

一
般

化

す

る

に
は
問
題

が
あ

る
と
批

判

さ
れ

て
い
る
0

。

　

同

様

に
、

ア

フ
リ

カ
中

部

の

コ
ン
ゴ

東

部

に
お

け

る

イ

ト

ゥ
リ

の
森

を
対

象

に
し

て
、

ム
ブ

テ

ィ
ピ

グ

ミ

ー

の
人

類

学

的

調

査

と

衛

星

画

像

の
手

法

を
併

用

す

る

こ
と

を

通

し

て
、

彼

ら

の
森

林

資

源

利

用

は

森

の
再

生

産

に
大

き

く
貢

献

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-　

し

て

い

る

こ

と

が
実

証
的

に
見

い
出

さ

れ

て

い

る
e

。

エ
チ
オ

ピ

ア
西

南
部

の

森

林

地

域

の

マ
ジ

ャ

ン
ギ

ル
を

対

象

に
し

て
も

、

人

類

学

的

調

査

と

地

理

学

の

ツ
ー
ル
で
あ
る
G
I
S
の
技
法
を
統
合
す
る
視
角
か
ら
、
過
去
二
〇
年
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

わ
た
る
彼
ら
の
森
林
の
歴
史
的
動
態
が
把
握
さ
れ
る
O
。

　
さ
ら
に
、
南
部

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
人
間
活
動
の
植
生

へ
の
作
用
と
し
て

新
た
な
研
究
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
の
ナ
ミ
ビ
ア
北
部
の
ク
ワ
ニ
ャ

マ
王
国
で
は
あ
る
固
有
の
果
実
種
が
豊
か
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

一
九

一
〇

年
代
の
戦
争
や
飢
饅
に
よ
っ
て
多
く
の
人
び
と
が
立
ち
去

っ
た
結
果
、
そ
れ
ら

の
樹
種
が
少
な
く
な
っ
た
の
ち
に
、
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら
移
住
民
が
定
着
す
る
と
そ
の

樹
種
の
地
域
は
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
上
述
し
た
ギ

ニ
ア
・
サ
バ

ン
ナ
や
イ
ト
ゥ
リ
の
森
に
よ
る
環
境
変
化
の
事
例
と
よ
く
類
似
し
て
お
り
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

間
活
動
が
森
林
の
形
成
に
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
み
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
O
。

　
第
皿
期
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
当
た
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
環
境
史
研
究
と

い
う
名
前
の
も
と
に
多
彩
な
テ
ー
マ
と
方
法
が
含
ま
れ
て
い
る
論
文
集
や
展
望

論
文
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
分
野
の
研
究
が
確
立
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ

れ
る
。

　
ま
ず
、
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
バ
イ
ナ
ー
ト
が
、
初
め

て
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
リ
カ
を
対
象
に
し
た
環
境
史
研
究
を
幅
広
く
展
望
し
て
い

　
0
る
¢
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
植
民
地
政
策
や
植
民
者
の
侵
入
と
野
生
動
物
や
森

林
な
ど
の
環
境
荒
廃
及
び
ツ
ェ
ツ
ェ
フ
ラ
イ

・
眠
り
病
の
発
生
な
ど
の
生
態
的

問
題
と
の
関
係
、
資
源
管
理
の
権
利
を
め
ぐ
る
政
治
的
陳
述
と
環
境
に
関
わ
る

住
民
の
伝
統
的
知
識
と
生
計
手
段
、
植
民
地
政
府
に
よ
る
環
境
政
策

へ
の
地
域

住
民
の
抵
抗
運
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

ア
フ
リ
カ
環
境
史
の
な
か
で
最
も
研
究
蓄
積
の
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
研
究
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.-,.

『
南
ア
フ
リ
カ
の
環
境
史
ー
事
例
と
比
較
1
』
¢
と
題
す
る
論
文
集
が
刊
行

さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
環
境
史
に
関
わ
る
事
例
報
告
、
お
よ
び

南

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
な
ど
と
の
比
較
と
い
う
2
部
か
ら
構
成
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さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
環
境
史
研
究
は
、

一
九
八
七
年
に
出
版

さ
れ
た
-'-1述
6̀
『C
o
n
serv
a
tion
in

A
frica
n
S
影
響
を
受
け
て
、
雑
誌
J
o
u
r-

n
a
l
o
f
S
o
u
th
ern
A
frica
n
S
tu
d
ies
に
南
部

ア
フ
リ
カ
の
保
護
政
策
の
特

集
が
組
ま
れ
た
こ
と
で
発
展
し
て
き
て
お
り
、
学
際
的
な
研
究
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
る
。
本
書
は
、
南

ア
フ
リ
カ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
草
地

へ
の
火
入

れ
の
役
割
、
環
境

へ
の
白
人
植
民
者

の
影
響
な
ど
生
態
と
政
治
と
社
会
の
関
係

を
議
論
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
近
年
に
刊
行
さ
れ
た

『社
会
史
と
ア
フ
リ
カ
の
環
境
』
¢
と
題
す
る
論
文
集

は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
環
境
観
と
実
践
、
植
民
地
科
学

・
国
家

・
ア
フ
リ
カ
人
の

対
応
、
植
民
者
と

ア
フ
リ
カ
人
と
い
う
3
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
現
時
点
で
は
最

も
包
括
的
に
最
新
の
成
果
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
の
本
で
は
、
環
境
管
理
に
対

す
る
ア
フ
リ
カ
人
の
戦
略
、
保
護
に
対
す
る
政
策
や
ア
フ
リ
カ
人
の
抵
抗
な
ど

環
境
史
の
な
か
で
の
社
会

・
文
化
的
側
面
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
フ

リ
カ
人
、
植
民
地
行
政
官
、
植
民
者
、
科
学
者
の
あ
い
だ
の
関
係
に
新
た
な
光

を
当
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、
神
話
や
伝
説
、
語
り
、
景
観
認
識
な
ど
対
象
を
拡

大
す
る
と
同
時
に
、
古
文
書
調
査
、
口
頭
伝
承
な
ど
の
従
来
の
方
法
に
加
え
て
、

新
た
に
写
真
類
の
利
用
を
し
て
い
る
点
も
み
の
が
せ
な
い
。

　
本
書
で
は
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ
の
環
境
史
研
究
に
関
わ
る
新
た
な
枠
組
み
を

ま
と
め
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、

ア
フ
リ
カ
の
野
生
動
物
、
森

林
、
放
牧
地
、
水
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
の
自
然
資
源
の
歴
史
的
変
化
は
、
種
の
絶

滅
、
森
林
崩
壊
、
土
壌
浸
食
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
環
境
変

化
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
環
境
崩
壊
の
多
く
は
植
民

者
の
介
入
に
よ

っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た

の
で
あ

っ
て
、

ア
フ
リ
カ
農
民
は
自
然

と
の
関
係
を
う
ま
く
対
処
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
見
方

で
は
、
放
牧
地

へ
の
人
の
利
用
を
規
制
す
る
よ
う
な
政
策
が
求
あ
ら
れ
て
き
た

が
、
実
際
に
家
畜
に
よ
る
放
牧
地
の
利
用
を
規
制
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
放
牧
地
の
価
値
や
豊
か
さ
を

つ
く
る
気
候
や
降
水
量
な
ど
を

予
測
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
を
対
象
に
し
た
環
境
史
研
究
を
展
望
す
る
と
、

一
九
七
〇
年
代
か
ら

一
九
九
〇
年
代
前
半
の

「
創
設
期
」
、　
一
九
九
〇
年
代
後

半
に
お
け
る
人
類
学
や
地
理
学
を
中
心
と
し
た
隣
接
分
野
の

「参
入
期
」
、

そ

し
て
二
〇
〇
〇
年
代
の

「確
立
期
」
と
い
う
3

つ
の
時
期
に
分
け
て
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

三
　

イ
ギ

リ

ス
保

護

領

ベ

チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

の
環

境

史

と

社

会

史

　

こ

こ

で

は
、

前

章

で
述

べ

て
き

た

環

境

史

研

究

の
展

望

を

ふ

ま

え

て
、

南

報

ア

フ
リ

カ

の

イ
ギ

リ

ス
保

護

領

ベ

チ

ュ
ア

ナ

ラ

ン

ド
を

対

象

に

し

た

具
体

的

台

事

例

を

示

す

。

　

さ

て
、

一
八

八

五

年

に
、

イ

ギ

リ

ス
保

護

領

ベ

チ

ュ
ア

ナ

ラ

ン
ド

が

現

在

の

ボ

ツ

ワ
ナ

に
対

応

す

る
地

域

に
成

立

し

た

。

こ

の
領

内

は
、

植

民

地

時

代

以

前

に
成

立

し

て

い

た
首

長

国

の
首

長

の
権

利

が

認

め

ら

れ

て

い

る

ネ

イ

テ

ィ
ブ

・

リ

ザ

ー
ブ

、

イ
ギ

リ

ス
が

直

接

統

治

す

る

王

室

直

属

領

(
ク

ラ

ウ

ン
ラ

ン
ド

)
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
人

保

有

地

と

に
三

分

割

さ

れ

て

い

る

(
図

1
)
。

　

筆

者

は
、

こ
れ

ま

で

ベ

チ

ュ
ア

ナ

ラ

ン

ド

の
中

央

部

を

対

象

に

し

て
、

主

山

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

し

て
王
室

直

属

領

で

の
社

会

史

の
復

元

を

研

究

し

て
き

た
e

。

そ

の
結

果

と

ー

て
は
、

毛

皮

交

易

を

め

ぐ

る

サ

ン

(
ガ

ナ
と

グ

ウ

ィ
か

ら

構

成

)

と

カ

ラ

ハ
n

(
バ

ン

ツ
i
系

の
農

牧

民

)

と

の
関
係

の
社

会

経

済

的

変

化

か

ら

、

次

の

5

(

の
時

期

の
特

徴

が
明

ら

か

に

さ
れ

た

。

第

一
は

マ
ウ

ン
や

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
方

石

か

ら
対

象

地

域

へ
の

カ

ラ

ハ
リ

の
流

入

の
あ

と

に
、

カ

ラ

ハ
リ

が

対

象

地

域

点

の

ツ

ゥ
ー

シ
か

ら

カ

オ

チ

ュ
エ
や

コ
ウ

ト

ウ

へ
の
移

住

に

と

も

な

い

サ

ン
と

(
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図1イ ギ リス 植 民 地 ベ チ ュ ア ナ ラ ン ド(1885～1966年)の 土 地 所 有 形 態

　 カオ チュエ とコモ デ ィモ の位 置 は,カ オチ ュエ パ ン22°301S,23°151E,

　 コモ デ ィモ バ ン22°30'S,23°45'E[HILL,　 J.　E.1942:370]を 参 照。

また,カ オチ ュエか らオク ワ リバ ー まで は28マ イ ル(約..;),

　 コモデ ィモ パ ン までは38マ イル(約60.8km)の 距 離 となって い る。

 

社
会
経
済
関
係
を
形
成
し
た
時
期
、
第
二
は

一
九
三
〇
年
か
ら

一
九
四
〇
年
代

に
か
け
て
徴
税
シ
ス
テ
ム
が
な
く
な

り
バ
ン
ド
の
配
置
が
変
化
す
る
が
サ
ン
と

カ
ラ
ハ
リ
関
係
の
継
続
す
る
時
期
、
第
三
は

一
九
五

一
年
の
天
然
痘
の
流
行
や

農
場

へ
の
労
働
力
移
動
に
よ
っ
て
対
象
地
域
内
の
人
口
の
減
少
が
生
じ
て
両
者

の
関
係
が
崩
壊
す
る
時
期
、
第
四
は

一
九
六

一
年

の
政
府
に
よ
る
中
央
カ
ラ
ハ

リ
動
物
保
護
区
の
指
定
以
降
に
、
カ

ラ
ハ
リ
の
サ
ン
へ
の
同
化
が
進
む
時
期
、

第
五
は
民
芸
品
の
生
産
の
た
め
に
再
び
毛
皮

の
商
品
的
価
値

の
増
加
し
た
時
期

で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
な
か
で
毛
皮
生
産
は
常
に
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
が
商
業
的
色
彩
を
帯
び
る
の
は
、
第
二
と
第
五
の
時
期
で
あ
る
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
　
め

ら
か
に
さ
れ
た
¢
。

ω
　
社
会
史
復
元
の
た
め
の
方
法

　
本
稿
で
は
、
ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
の
環
境
史

・
社
会
史
研
究
の

一
環
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

対
象
地
内
に
広
が
る
地
名
を
て
が
か
り
に
し
て
¢
、
出
来
事
や
生
活
史
を
集
め

る
こ
と
を
通
し
て
、

ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
中
央
部

に
お
い
て
狩
猟
採
集
民
と
し

て
知
ら
れ
る
サ
ン
の
移
動
空
間
を
復
元
す
る
。
彼
ら
は
、
本
拠
地
を
持
た
ず
に

あ
る
範
囲
の
地
域
で
移
動
生
活
を
送

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
ら
の
生
活

の

基
本
は
家
族
で
あ
り
、
家
族
の
集
合
と
し
て
は
バ
ン
ド
が
構
成
さ
れ
る
。

　
ま
ず
、
サ
ン
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
て
い
る
出
生
地
、
婚
姻
の
場
所
、
子
供

の
出
生
地
、
死
亡
地
な
ど
の
場
所
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
。
こ
れ
ら
は
、

複
数
の
人
が
知

っ
て
い
る
知
識
な
の
で
、
聞
き
と
り
を
通
し
て
情
報

の
信
頼
度

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
人
々
は
自
分
の
年
齢
を
認
知
し
て
い
な

い
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
相
対
年
代
は
わ
か
る
が
絶
対
年
代
は
不
明
の
ま
ま
で
あ

る
。
次
に
、
多
く
の
人
々
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
て
い
る
出
来
事
を
集
め
、
古

文
書
資
料
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
お
お
よ
そ
の
年
代
の
把
握
に

つ
と
め
る
。
最

後
に
、
各
々
の
出
来
事
が
生
じ
た
際
の
人
々
の
滞
在
地
を
推
定
し
て
、
よ
り
多

く
の
移
動
先
を
地
図
化
す
る
こ
と
で
可
能
と
な
る
移
動
空
間
を
把
握
す
る
。

　

こ
こ
で
、
人
々
の
間
で
肚
ハ有
し
て
い
る
出
来
事
を
抽
出
す
る
際
に
は
、
世
代

や
集
団
ご
と
に
共
有
し
て
い
る
情
報
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
筆
者
は
、
世
代
の
異
な
る
現
地
の
人
々
か
ら
の
聞
き
と
り
を
通
し

て
、

以
下
の
よ
う
な
①
か
ら
⑥
に
わ
た
る
6
種
類
の
出
来
事
を
抽
出
し
て
時
代
区
分

　
　
　
　
む

を
行

っ
た
e
。
こ
れ
ら
は
、
キ
ャ
ン
プ
集
団
を
こ
え
て
多
く
の
人
が
知

?
て
い

る
出
来
事
で
あ
る
た
め
、
複
数

の
人
か
ら
の
聞
き
と
り
結
果
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
よ
り
信
頼
度
の
高
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
①

一
九
三
〇

年
頃
の
ケ
イ
ギ

ョ
ム
氏
の
死
亡
、
②

一
九
五
〇
年
頃
の
天
然
痘

の
流
行
、
③
ス
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カ

ラ
ブ

ー
氏

の
死

亡

、

④

一
九

五

九

年

の
植

民
地

行

政
官

シ

ル
バ

ー

バ

ウ

ア

ー

の

カ

オ

チ

ュ

エ

へ
の
訪

問

、
⑤

一
九

六

四

年

の

シ

ル
バ

ー

バ

ウ

ア
ー

に

よ

る

カ

ラ

ハ
リ
所

有

の

ロ
バ

の
殺

害

、

⑥

一
九

六

五

年

頃

の
ギ

ュ

ロ
i
氏

の
死

亡

。

な

お
、

①

、

③

、

⑥

の
人

名

は

、

そ

れ

ぞ

れ

カ

デ

、

ト

ム
チ

ュ
ル
、

カ

オ

チ

ュ
エ

に

お

け

る

カ

ラ

ハ
リ

の

チ

ー

フ
を

示

す

。

　

上

述

の

年

代

は

、

古

文

書

資

料

や

聞

き

と

り

調

査

の
検

討

を

と

お

し

て
、

次

の

よ

う

に
確

定

し

た

も

の

で
あ

る
。

①

の
カ

ラ

ハ
リ

の
ケ

イ

ギ

ョ
ム
氏

が
死

亡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

し

た
年

代

は
、

赤

色

バ

ッ
タ

俊

の
大

群

の
訪

問

と

一
致

し

て

い
る

た

め

に

一
九

三
〇

年

頃

と

み

な

さ

れ

る

。

天

然

痘

の
流

行

し

た

年

代

を

確

定

す

る

た

め

に
、

地

方

行

政

官

か

ら

地

方

弁

務

官

へ

一
九

五

一
年

三

月

三

〇

日

に

提

出

さ

れ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

「
カ

ラ

ハ
リ
県

の
天

然

痘

」

と

い
う

テ

ー

マ
の
行
政

文

書

を

利

用

す

る

¢

。

こ

の
な

か

で
、

モ
イ

カ

ン
ゴ

ア

(
M

o
ik
a
n
g
o
a
)

博

士

が

バ

ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー

ブ

の
カ

ン
か

ら

二

〇

マ
イ

ル
東

に

い

っ
た

ツ

ェ
ツ

ェ
ン

(
日
s
e
t
s
e
n
gq
)

に
お

い

て
、

天

然

痘

に
よ

っ
て
六

〇

人

が

、

カ

ン
で

は
六

人

が

死

亡

し

て
、

す

べ

て

の

住

民

は

ワ
ク

チ

ン
接

種

を

う

け

た
と

報

告

し

て

い

る
。

ま

た
、

一
九

五

〇

年

か

ら

一
九

五

一
年

に
か

け

て
、

ツ

ェ
ツ

ェ
ン
に
近

い
対

象

地

の
住

人

の
な

か

で
大

き

な

天

然

痘

が

勃

発

し

た

結

果

、

多

く

の
人

々

が
対

象

地

か

ら
立

ち

去

っ
た

と

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

い
わ

れ

る

こ
と

か

ら

¢

、

②

の
出

来

事

は

一
九

五
〇

年

か

ら

一
九

五

一
年

ま

で

に
生

じ

た

と

判

断

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

③

は
、

②

と
④

の
間

に
起

き

て

い

る

こ
と

は
わ

か

る

が
、

年

代

を

確

定

で
き

な

い
。

　

④

の
植

民

地

行

政

官

シ

ル
バ

ー

バ

ウ

ア

ー

の
カ

オ

チ

ュ

エ

へ
の
訪

問

の
年

代

を

確

定

す

る

こ
と

は
容

易

で
あ

る
。

古

文

書

資
料

に
よ

り

、

一
九

五
九

年

八
月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

一
七

日
か

ら

二

四

日

の
間

で
あ

る

⑬

。

⑤

の
年

代

を

確

定

す

る

た

め

に
、

シ

ル

バ

ー

バ

ウ

ア
ー

に

よ

っ
て

ロ
バ
が

殺

害

さ

れ

た

カ

ラ

ハ
リ

(
ツ

ェ
ツ

ェ
ン
在

住

の
ケ

ー

シ
氏

)

へ
の
聞

き

と

り

調

査

に
よ

る
と

、

一
九

六

四
年

に
タ

ラ
ホ

ガ

エ

に
て
数
頭
の
ロ
バ
が
銃
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
⑥
の
ギ

ュ
ロ
ー
の
死
亡
は
、
⑤

の
後

で
田
中
二
郎
氏
に
よ
る

一
九
六
七
年
の
第
1
回
目
の
訪
問
以
前
と
い
う
こ

と
か
ら
、

一
九
六
五
年
か

一
九
六
六
年
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
筆
者
は
、
対
象
地
内
の
カ
デ
の
人
々
か
ら
生
活
史
を
収
集
し
た
。
彼
ら
が
、

①
か
ら
⑥

の
出
来
事
を
知

っ
て
い
る
か
否
か
で
、
七
〇
代
、
六
〇
代
、
五
〇
代
、

四
〇
代
の
四

つ
の
階
層
に
年
齢
層
を
区
分

で
き
る
。
例
え
ば
、
①
以
降
の
出
来

事
を
知
る
の
は
七
〇
代

の
人
々
で
、
調
査
地
に
は

一
〇
人
以
下
し
か
い
な
い
。

②
以
降
の
出
来
事
を
知
る
の
は
六
〇
代

の
人

で
あ
る
。
③
以
降
の
も
の
は
五
〇

代
の
人
々
に
当
た
る
。

似
　
年
降
水
量
の
変
動

　
遊
動
キ
ャ
ン
プ
を
基
点
と
し
て
い
た
時
代
の
居
住
地
移
動
は
、
年
降
水
量
の

多
少
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
対
象
地
域
内
で
の
年
降
水

量
の
長
期
的
年
変
動
を
把
握
す
る
資
料
が
な
い
の
で
、
カ
デ
か
ら
約

一
八
〇
㎞

の
北
西
に
位
置
す
る
ハ
ン
シ
ー
で
の
観
測
資
料
を
使
う
。
図
2
は
、

一
九
二
三

年
か
ら

一
九
九
二
年
ま
で
の
ハ
ン
シ
ー
の
年
降
水
量
の
変
動
を
示
す
。
こ
の
図

よ
り
、
二
〇
〇
ミ
リ
前
後
か
ら
八
〇
〇
ミ
リ
前
後
ま
で
と
、
年
降
水
量
の
変
動

が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
か
ら
、
二
〇
〇
ミ
リ
か
ら
四
〇
〇
ミ
リ
の
少

雨
、
四
〇
〇
ミ
リ
か
ら
六
〇
〇
ミ
リ
の
平
均
的
降
雨
、
六
〇
〇
ミ
リ
か
ら
八
〇

〇
ミ
リ
の
多
雨
の
3
分
類
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
対
象
地
内
を
縦
断
し
た
ク
リ

フ
ォ
ー
ド
の
探
検
は

一
九
二
八
年
の

雨
量
が
四
三
〇
ミ
リ
で
平
年
の
年
に
、
ヴ

ェ
ル
ナ
イ

・
ラ
ン
の
探
検
は

一
九
三

〇
年
の
雨
量
が
四
二
〇
ミ
リ
で
平
年
の
年
に
、
シ
ル
バ
ー
バ
ウ
ア
ー
の
予
備
調

査

(上
述
の
④
の
出
来
事
)
は

一
九
五
九
年
の
雨
量
が
二
二
八
ミ
リ
で
少
雨
の

年
に
、
田
中
二
郎
氏
の
第

一
回
目
の
調
査
は

一
九
六
七
年

の
雨
量
が
六
二
九
ミ
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　　 　 　　 　 　 図21923^-1992年 のハ ン シー の 年 降 水 量(単 位:㎜)

ボ ツワナ の気象 庁の 資料か ら。1928年 にClifordの 探検,1930年 にVernay-Langの 探 検,1959年 に

Siberbauerの 予 備調 査,1967年 と1971年 に田中 二郎 の調 査が 実施 され てい る。 なお,中 央 カ ラハ

リ動 物保 護区(リ ザ ー ブ)は1961年 に成立 して いる。

リ
で
多
雨
の
年
に
、

第
二
回
目
の
調
査
は

一
九
七

一
年
の
雨
量

が
二
八
三
ミ
リ
で
少

雨
の
年
に
実
施
さ
れ

て
き
た
。
そ
し
て
、

ジ

ェ
フ
ァ
ー
ズ
ら
の

調
査
が
実
施
さ
れ
た

一
九
七
六
年
の
雨
量

は
五
七
九
.
ニ
ミ
リ

を
示
し
、
平
年
の
年

と
な

っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
降
水
量
の
年

変
動
が
、
対
象
地
内

の
キ
ャ
ン
プ
の
移
動

形
態
を
大
き
く
左
右

し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

四

ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ

　
ン
ド
中
央
部
に
お

　
け
る
居
住
地
移
動

ω
　
移
動
先
の
違
い

　
に
よ
る
分
類

　
サ
ン
の
居
住
地
移

動

は

、

移

動
先

の
遵

い
か

ら

3

つ
の
タ

イ

フ

に
什

塞

さ

わ

る
,

ま

す
,

爺

も

頻

繁

に
み

ら

れ

る

も

の
は
、

対

象

地

内

か

ら

近

隣

村

へ
の
移

動

タ

イ

プ

で
あ

る

。

次

に
、

対

象

地

に
比

較
的

近

い

ア

フ
リ

カ

ー

ナ

ー

の
経

営

す

る
農

場

へ
の
移

動

タ

イ
プ

で
あ

る
。

最

後

は

、

南

ア

フ

リ
カ

の
鉱

山

へ
の
移

動

タ

イ

プ

で
あ

る
。
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[井

戸

の

あ

る
近

隣

村

へ
の
移

動

タ

イ

プ

〕

ト

ム

チ

ュ
ル

の
事

例
、
　

【
事

例

1

】
情

報

提

供

者

、

ガ

ナ

の

ヌ

ア
ー
ヤ

(男

性
、

六

〇

歳

代

)

　

私

は

、

①

の
出

来

事

を

知

ら

な

い
。

タ

ン
ク

キ

ュ
エ
に
生

ま

れ

る

(
図

3
参

照

)
。

そ

の
と

き

父

の

レ

コ

ワ
は
生

き

て

い
る

が
、

祖

父

の

ケ

イ

ギ

ョ

ム

は
厨

亡

し

て

い
る
。

そ

の
後

、

ト

ム

チ

ュ
ル

へ
移
動

す

る
。

そ

こ
で
は
、

ト

ゥ

エ
ロ
ー

が

ラ

ン
チ

ョ
ナ

(
モ

ラ
ポ

在

住

の

シ

エ
ホ

ク

エ
の
妹

)

と

結

婚

す

る

が
、

彼

々

は

ガ

ビ

シ
に

て
死

亡

す

る

。

ウ

ワ
。コ
ー

に

て
、

カ

ウ

デ

ィ

セ

ラ
が
生

ま
れ

る
。

　

独

身

の
時

に
、

ロ
バ
を

持

た

な

い

の

で

ス

テ

ィ

ー

ン
ボ

ッ
ク

の
毛

皮

を

運

柵

用

ネ

ッ
ト

に
入

れ

て
、

ガ

ウ
オ

ン
か

ら

ラ

コ

ッ
プ

ス

の
近

く

の
ゲ

ネ

オ

ン

へ
行

く

(
図

3
参

照

)
。
　

テ
ヤ

マ
ク

エ
の
父

や

チ

ア

マ
の
父

も

い

っ
し

ょ
で
あ

る
。

ラ

コ

ッ
プ

ス
の
近

郊

で
は
葉

タ

バ

コ
を
購

入

し

て
、

ゲ

ネ

オ

ン
で

は

モ

ラ
ポ

存

住

の
カ

イ

ニ

ョ

ン
の
牛

が
飼

養

さ

れ

て
い

た
。

モ

ラ
ポ
か

ら

の

コ
ウ

サ

マ
が

そ

の
牛

の
世

話

を

し

て

い
た

。

そ

の
あ

と

ガ

ウ

オ

ン
に
も

ど

り
、

さ

ら

に
雨

期

に

は

ト

ム
チ

ュ
ル

に
も

ど

る
。

　

②

私

は

、

グ

ウ

ィ

の

コ
リ

ー
と

結

婚

し

て

い
た

が

、

子

供

は

い
な

か

っ
た
。

彼

女

は
、

タ

オ

ハ
在

住

の

コ
ウ
ピ

の
妹

の
子

供

で
あ

る
が

、

ハ
オ

に

て
天

然
痘

で
死

亡

す

る

(
図

3

参

照

)
。

彼

女

が

タ

オ

ハ

(多

く

の

人

々

は

、

ル

ー
ジ

ュ

の
村

へ
移

動

)

か

ら

ト

ム

チ

ュ
ル

へ
移

動

し

て
き

た

際

に
出

会

っ
て
結
婚

す

る
。

　

③

ス
カ

ラ

ブ

ー

は
、

自

分

の

ロ
バ

に
水

を

飲

ま

せ

る

た

め

に

ツ

ェ
ツ

ェ
ン
に

移

動

し

て
死

亡

す

る
。

当

時

、

ト

ム

チ

ュ
ル

(
ソ

ォ

マ

コ
も

在
住

)

に

は
野

生

ス

イ

カ
が

あ

ま

り

な

か

っ
た

が
、

私

と

ダ

オ

ヌ

ア
は

ト

ム
チ

ュ
ル
に
残

る
。

ス

カ

ラ
ブ

ー
が

死

亡

の
年

に
、

私

は
、

冬

に

ト

ム
チ

ュ
ル
か

ら

ド

ウ

カ

レ
や

タ

マ

ハ
ナ
な

ど

の

デ

カ

ー

ル
農

場

へ
行

き
、

雨

期

に

は

ト

ム

チ

ュ
ル

に
帰

る
。

妻

の

ジ

ョ
ー

バ
や

意

ヱ
J
の
ダ

オ
ゴ

ー
も

い

っ
し

ょ
で

ち

る
。

こ

D
と

き

、

床

D

コ
イ

ク

エ
は
農

場

に
残

'、
た

ま

ま

と

な

り

、

そ

こ

で

ナ

ロ
ー

(
サ

ン
の
言

語

集

団

の

一
つ
)

の
男

性

と

結

婚

す

る

。

　

そ

の
後

、

野

生

ス
イ

カ

を

捜

し

て
、

ブ

ヤ

ザ

ト

ウ

シ

に
着

く

。

そ

こ

に

は
、

幼

少

の

ツ

ェ
ウ
オ

リ

や

ナ

レ

コ
ワ
ホ

が

い

る
。

彼

女

の
母

ガ

エ
ガ

エ
は
、

ラ
イ

オ

ン
に
殺

さ

れ

て

い
た
。

こ
の

と

き
、

ス
カ

ラ
ブ

ー

の
す

べ

て

の

ヤ
ギ

が

、

ラ

イ
オ

ン
や

ハ
イ

エ
ナ

に

よ

っ
て
死

亡

す

る
。

ト

ゥ

エ

ロ
ー
か

ら

、

父

の

ス
カ

ラ

ブ

ー

の
死

を

聞

い

て
父

の
物

を

と

り

に

ツ

ェ
ツ

ェ
ン

へ
行

く

と

い
う

の

で
、

ヤ

ギ

の
世

話

を

し

て
く

れ
と

い

わ

れ

た
。
ブ

ヤ
ザ

ト
ウ

シ
に

て
、

長
女

の
タ
ピ

シ

ョ

が

生

ま

れ

る
。

し

か

し
、

ト

ゥ
ー

シ

の
近

く

の

コ

エ
チ

に

て
死

亡

す

る

。

そ

の

後

、

雨
期

に

な

っ
て

く

ぼ
地

に
水

が

た
ま

っ
た

の

で

ト

ム

チ

ュ
ル

に
帰

る

。

　

④

ア
ー

カ

へ
移

動

し

て
、

第

2
子

(
次

男

)

の

マ
ー

ホ

が
生

ま

れ

る

(
図

3

参

照
)
。

こ

の
あ

と

、

ツ

ェ
ー

テ
ベ

ら

と

い

っ
し

ょ

に
、

野

生

ス

イ

カ

を

求

め

て

メ

ツ

ァ

マ
ノ

ー

へ
移

動

す

る
。

そ

の

あ

と

シ

ル

バ

ー

バ

ウ

ア

ー

が

来

る
。

(
ダ

オ

グ

ー
は

、

ド

ウ

カ

レ

の
農

場

へ
行

っ
て
い

た

)
。

シ

ル
バ

ー
バ

ウ

ア
ー
は
、

ト

ワ
ク

ワ
、

コ
ア
や

ギ

ュ
ロ
ー
と

会

う

。

私

は

彼

と

カ

デ

に
住

ん

だ

と

き

は

、

彼

は

ヤ
ギ

を

い
や

が

る

の

で
、

ト

ム

チ

ュ
ル
や

タ

ラ

ホ
ガ

エ
に

ヤ

ギ

を

置

い

て

い

た
。

当

時

、

シ

ル

バ

ー

バ

ウ

ア

ー
は

犬

も

き

ら

い

で
あ

っ
た

が
、

私

は

ソ

ォ

マ

コ
が

与

え

た

コ
ノ

ー
と

い
う

名

の
雄

犬

、

ダ

オ

ヌ

ア

は

一
〇

枚

の

ス

テ

ィ

ー

ン
ボ

ッ
ク

の
皮

で

ク

ウ
カ

か

ら
交

換

し

て
得

た

ツ

ェ
タ

ナ
と

い

う
名

の
雌

犬

を

所

有

す

る
。

彼

は
、

ソ

ォ

マ

コ
と

ク

ウ
カ

が

モ

ラ
ポ

か

ら

メ

ツ

ァ

マ

ノ
ー

に
来

た

と

き

に
、

そ

の
犬

を

入
手

し

て

い
る
。

　

私

は

、

シ

ル
バ

ー
バ

ウ

ア
ー

が

カ

デ

に
滞

在

中

に
、

ヤ
ギ

を

所

有

す

る
。

こ

れ

は
、

ツ

ェ
ツ

ェ
ン

の
カ

ラ

ハ
リ

の

コ
ナ

ー

か

ら

ロ
バ
と

の
交

換

で
得

た
物

で

あ

る
。

ロ
バ

は
、

ハ
ン

シ
ー

の
農

場

で
入

手

し

た
。

モ

ラ
ポ

在

住

の

コ
ボ

ウ

の

父

(
ハ
ウ

ラ

ペ

ロ
)

に

チ

ー

タ

の
毛

皮

を

贈

り
物

に
す

る

と

ヤ
ギ

が

与

え

ら

れ

II



た

り

、

モ

ラ
ポ

在

の

カ

ラ

ネ

ハ
の
ヤ

キ

を
畳

'.
た

と

き
も

凌

る

,

　

⑤

ト

ゥ

エ

ロ
ー

や
私

の

ロ
バ

は
、

殺

さ

れ

な

い

で
残

る
。

当

時

、

第

3

子

(長

女

)

の

コ
バ

チ

ョ
ウ
が

コ
ウ

チ

ュ
ー
ギ

ョ
ム

に

て
出

生

し

て

い

た

(
図

3

参

照

)
。

　

⑥

野

生

ス
イ

カ

が

ま

っ
た

く

な

く

、

ク

リ

ス

マ
ス

の
頃

に

ツ

ェ
ツ

ェ
ン

へ
移

動

す

る
。

ツ

ェ
ツ

ェ
ン

で
は

ハ
ー
キ

ャ

(
バ
イ

ペ

ロ
の
娘

)

が

生

ま

れ
、

ギ

ュ

ロ
ー

が
死

亡

す

る
。

私

は

、

こ

こ

で
三

頭

の
羊

を

、

ソ

ォ

マ

コ
は

一
頭

の
羊

を

購

入

す

る
。

し

か

し

、

こ
れ

ら

は
夏

に
死

亡

し

た

の

で
、

食

べ

て
し

ま

う

。

羊

は
、

牧

夫

な

し

で
放

牧

す

る
と

遠

く

へ
行

っ
て

し

ま

う

の

で
好

ま

し

く

な

い
と

い
う
。

　

そ

の
あ

と

カ

オ

チ

ュ
エ
に
移

動

す

る
。

そ
の
年

の
冬

に
田
中

が
訪

れ

て
、

い

っ

し

ょ

に

カ

ル

i
、

キ

ュ
メ

イ
、

タ

ラ
ホ

ガ

エ
、

カ

デ

へ
と
動

く
。

そ

し

て
、

田

中

が

帰

国

す

る
と

、

バ

イ

ペ

ロ
が

カ

デ

に

あ

る
井

戸

の
ポ

ン
プ
係

に

な

る
。

そ

の
あ

と

モ

ラ

ポ

へ
移

動

す

る

が
、

ダ

オ

グ

ー
と

ダ

オ

ナ

ン
は
農

場

へ
行

く
。

そ

の
後

、

ギ

ョ

ン
が
、

水

を
供

給

す

る

た

め

に
人

々
を

捜

し

に
来

た

の

で
、

多

く

の
人

が

カ

デ

へ
移

動

す

る

。

し

か

し

、

ソ

ォ

マ

コ
は

ト

ム

チ

ュ
ル

に
、

キ

エ

マ

は

カ

オ

チ

ュ

エ
に
残

る

。

　

以
上

の
よ

う

に
、

ヌ

ア
ー

ヤ

は
、

彼

が
移

動

生

活

を

送

っ
て

い
た

バ

ン
ド

の

テ
リ

ト
リ

ー
内

の

タ

ン
ク

キ

ュ
エ

で
出

生

し

(図

3
参

照

)
、

ト

ム

チ

ュ
ル

で

結

婚

を

す

る
が

、

妻

は
天

然

痘

で
死

亡

す

る
。

そ

の
後

、

再

婚

し

て
長

女

を

も

う

け

る
が

、

長

女

は

コ

エ
チ

に

て
死

亡

す

る
。

第

二

子

は
、

ア

ー
カ

で
生

ま
れ

る
。

第

三
子

は

コ

ウ

チ

ュ
ー
ギ

ョ
ム

に

て
出

生

す

る
。

ヌ

ア

ー

ヤ

の
居
住

地

移

動

は
、

少

雨

の
年

に
は

、

ツ

ェ
ツ

ェ
ン
の
村

や

デ

カ

ー

ル

の
農

場

へ
向

か

う
場

合

と
、

リ

ザ

ー
ブ

内

の

メ

ツ

ァ

マ
ノ

ー

や

ハ
オ
な

ど

を

移

動

空

間

と

し

て

い
る

近
隣
集
団
の
地
域
に
出
向
く
場
合
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
々
の
出
来
事

に
出
く
わ
し
た
地
名
を
結
び

つ
け
る
と
、

ヌ
ア
ー
ヤ
の
居
住
地
移
動
の
歴
史
を

地
図
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
、
③
、
④
、
⑥

の
出
来
事
は
、
彼
ら
が
日
常

的
に
移
動
す
る
バ
ン
ド
の
テ
リ
ト
り
1
外
で
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら

4
つ
の
も
の
は
、
水
を
確
保
し
に
く
い
少
雨
の
年
に
生
じ
た
出
来
事
と
い
う
共

通
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

〔農

場

へ
の
移

動

タ
イ

プ

〕

　

カ

デ

の
事

例

、　

【
事

例

2
】

情

報

提

供

者

、

グ

ウ

ィ
の

カ

エ
ギ

ュ
ウ

(男

性

、

七
〇

歳

代

)

　
①

ケ

イ

ギ

ョ
ム

の
子

供

の

シ

エ

マ
は
、

ダ

ー

ナ

ウ

に
生

ま

れ

る
。

自

分

は
独

身

で
ケ

イ

ギ

ョ
ム
が
生

き

て
い

る
と

き

、
雨
季

に
バ

ッ
タ

が
来

る
。
人

々

は

バ

ッ

タ
を

食

べ

つ
く

し
、

バ

ッ
タ

が

い

な
く

な

っ
た
同

一
の
年

の
雨
季

に
、

ケ

イ
ギ

ョ

ム
が

死

亡

す

る
。

バ

ッ
タ

は
、

四
月

に
子
供

を

つ
く

り

、

冬

を

す

ご

し
、

夏

に

死

亡

す

る
。

ケ
イ

ギ

ョ
ム
が

死

亡

し

た

翌
年

も
、

二

年

つ
づ

け

て

バ

ッ
タ

が

来

る
が

、

三

年

目

は

来

な

か

っ
た

と

い
う
。

バ

ッ
タ

は
ダ

ー

ナ

ウ

に

て
栽

培

ス
イ

カ

の

つ
る
を

採

食

す

る
。

人

々

は
木

の
棒

を

お

き

、

そ

の

ま

わ

り

の
草

地

を

火

で
も

や
す

。

す

る
と

火

の
煙

に
誘

わ

れ

て
、

木

に
止

ま

っ
た

バ

ッ
タ

が

火

の
中

に
落

ち

る
。

ま

た
、

私

の
父

親

の

ア
バ

ノ

ー

は

ケ

イ

ギ

ョ
ム

の
命

令

で
牛

車

を

買

い

に

い

っ
た
際

に

モ
ラ

ポ

ロ
ー

レ
で
死

亡

す

る
。

　

②

天

然

痘

が

流
行

し

た

年

に
、

私

は

カ

オ

チ

ュ

エ
に

い
た

。

ツ

ェ
ツ

ェ
ン
か

ら

や

っ
て
き

た

人

が

、

天

然

痘

が
広

ま

っ
て

い
る

こ
と

を

知

ら

せ

る
。

ス
カ

ラ

ブ

ー
も

少

し

か

か

っ
た

が

、

皮

膚

を

切

っ
て

ウ

ミ
を

と

り
だ

し

た

の

で
死

亡

し

な

い

で
す

む

。

天

然

痘

で
死

亡

し

た

人

を

穴

に
は

入

れ

ず

に
捨

て
去

っ
た

た

め

に
、

ハ
ゲ

タ

カ
が

死

体

の
所

に
や

っ
て
来

て

い
た

。

私

は
、

こ

の
病

気

以

外

に

一45一



オ

イ
足

¢
影

響

も

あ

り
、

テ
カ

ー

ル
農

場

へ
移

動

す

る
,

【
事

例

3
】

情

報

提

供

者

、

グ

ウ

ィ
の

シ

エ
マ

(女

性

、

七

〇

歳

代

)

　

①

父

の

ケ

イ
ギ

ョ
ム

が
ダ

ー

ナ

ウ

に

て
死

亡

し

た
後

に
、

彼

が

所
有

す

る

三

頭

の

ヤ
ギ

を

と

り

に
農

場

へ
行

く

。

兄

の

テ

ル

ー

は

カ

デ

へ
、

兄

の

レ

コ

ワ
は

ト

ム

チ

ュ
ル

へ
移

動

す

る
な

ど

、

皆

ば

ら

ば

ら

に
な

る
。

カ

ェ
ギ

ュ
ウ

や

カ

ム

へ

(
ダ

オ

ナ

ン

の
父

)

は

ケ

イ
ギ

ョ
ム

の
牛

を

放

牧

し

て

い
た
。

ト

バ

コ
ウ

ホ

が
、

搾

乳

を

す

る

。

ケ
イ

ギ

ョ
ム

は
、

背

が

高

く

て
太

く

て

一
〇

人

の
女

性

が

い

た
。

牛

や

ヤ

ギ

を

も

ち

、

二

つ
の
大

き

な

家

を

つ
く

る
。

彼

は

ヘ

ッ
ド

マ

ン

で
あ

っ
た
。

ケ

イ

ギ

ョ
ム
は

、

二

〇
頭

の
牛

が

ひ
く
牛
車

を
持

っ
て
い
た
。
ダ

ー

ナ

ウ

に

は
、

自

分

の
子
供

の

レ

コ
ワ
、

テ

ル

i
、

チ

ア

マ
な

ど
が
住

ん

で

い
た
。

そ

の
と

き

、

ヌ

ア
ー

ヤ

(事

例

1

の
情

報

提

供

者

)

は
、

生

ま

れ

て

い
な

い
。

ヌ

ア
ー

ヤ

の
母

の

ヌ

ロ
オ

は
、

レ

コ
ワ
と
結

婚

し

て

ヌ

ア
ー

ヤ
を

生

む

。

　
こ
れ
ら
2
つ
の
事
例
か
ら
、
カ
ラ

ハ
リ
の
ケ
イ
ギ

ョ
ム
が
カ
デ
と
そ
の
周
辺

地
域
を
管
轄
し
て
い
た
が
、
彼

の
死
亡
後
に
、
子
供
ら
が
分
散
し
て
す
み
わ
け

て
居
住
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
天
然
痘
で
多
く
の
人
が

死
亡
し
た
直
後
に
デ
カ
ー
ル
農
場

へ
移
住
し
て
い
る
よ
う
に
、
伝
染
病
の
勃
発

が
居
住
地
移
動
の

一
つ
の
有
力
な
動
機
と
な

っ
て
い
る
。

〔鉱

山

へ
の
移

動

タ

イ

プ
〕

カ

オ

チ

ュ
エ
の
事

例

、　

【
事

例

4

】

情

報

提

供

者

、

グ

ウ

ィ

の

ツ

ェ
ケ

ー

ロ

(
男

性

、

六

〇

歳

代

)

私

は

カ

オ

チ

ュ
エ
に

て
生

ま

れ

る
。

①

の
出

来

事

を

知

ら

な

い
。

②

天

然

痘

の
時

に

は

、

カ

オ

チ

ュ
エ
の
南

の
ゴ

バ

に

い
た

。

ツ

ェ
ツ

ェ
ン
を

訪

れ

て
、

天

然

痘

に
か

か

っ
た
人

を

み

る
。

私

に
も

天

然

痘

が

う

つ
り
、

少

し

の
ウ

ミ

が

で

き

た

の

で
、

ゴ

バ

に

帰

る
。

ト

ー

パ

の
父

や

ホ

ラ

リ
ギ

ョ
の
妻

は
、

天

然

痘

で

死

亡

す

る

。
③

私

が
南

ア

フ
リ

カ

の

ヨ

ハ
ネ

ス
ブ

ル

ク

の
金

鉱

山

で
、

ア

ヤ

コ

イ

ら

と

働

い

て
い

る

と
き

に
、

ス
カ

ラ
ブ

ー
が

ツ

ェ
ツ

ェ
ン
に

て
死

亡

し

た

と

聞

く

。

こ

の
と

き

に

は
、

シ

ル

バ

ー

バ

ウ

ア

ー

は
、

ま

だ

カ

オ

チ

ュ

エ
を
訪

れ

て

い
な

い
。

そ

の
後

、

④

シ

ル

バ

ー

バ

ウ

ア

ー
が

カ

オ

チ

ュ
エ
に
来

た

と

き

に

は

、

飲

水

を
求

め

て

ツ

ェ
ツ

ェ
ン

へ
訪

れ

て

い

た

の

で
彼

に
は
会

っ
て

い
な

い
。

降

雨

後

に
、

ゼ

ロ
ノ
ー

に

て
、

シ

ル

バ

ー

バ

ウ

ア

ー

に
出

会

う
。

⑤

ト

ゥ
イ

ム

に
居

住

し

て

い

て
、

タ

ラ

ホ
ガ

エ
を

訪

れ

た

際

に
、

ケ

ー

シ

の
所

有

し

て

い
た

ロ
バ

が

シ

ル
バ

ー

バ

ウ

ア

ー

に
殺

さ

れ

る

の
を

見

て

い

る
。

　
ま
た
、
こ
の
事
例
の
ほ
か
に

一
九
六
〇
年
代
終
わ
り
に
は
、
他
の
サ
ン
の
人

も
南

ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ

ス
ブ
ル
ク
の
鉱
山

へ
出
稼
ぎ
労
働
に
は
行

っ
て
い
る
。

カ
デ
の
3
人
の
男
性
が
、
カ
ン
と
い
う
町
を
訪
れ
て
い
た
と
き
に
、
鉱
山

に
行

け
ば
お
金
が
得
ら
れ
る
話
を
も
ち
か
け
ら
れ
て
同
意
す
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク

の
金
鉱
山
で
は
、
地
下
の
探
索
穴
に
は
行
か
ず
に
地
上
で
の
勤
務
で
あ
る
。
そ

の
後
、
故
郷
が
恋
し
く
な
り
家
族
の
た
め
の
服
や
毛
布
を
買
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
戻
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、

一
九
五
〇
年
代
か
ら

一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
5

名
の
男
性
の
南
ア
フ
リ
カ
の
鉱
山

へ
の
移
動
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
少
雨
で
あ

っ
た
④
の
際
に
、
飲
み
水
を
求
め
て
ツ
ェ
ツ
ェ
ン
の
村
に
移
動

し
て
い
る
点
と
、
事
例
1
に
お
け
る
野
生
ス
イ
カ
を
求
め
て
近
隣
の
キ
ャ
ン
プ

へ
移
動
す
る
点
と
の
対
応
の
違
い
を
指
摘

で
き
る
。

(2)

居
住
地
移
動
と
空
間
構
造
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こ
れ
ま
で
の
4

つ
の
事
例
を
並
べ
て
、
出
生
地
、
婚
姻
の
場
所
、
子
供
の
出

生
地
、
死
亡
地
な
ど
を
地
図
上
に
プ

ロ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
サ
ン
の
居

住
地
移
動

の
範
囲
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
そ
の
範
囲
は
バ
ン
ド
の
テ

リ
ト
リ
ー
内
に
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
テ
リ
ト
リ
ー
の
外
側
の
地
名
を
見

い
出
す
こ
と
が
多
か

っ
た
。
と
り
わ
け
、
年
降
水
量
の
少
な
い
年
に
は
、
約
二

〇
〇
～
三
〇
〇
㎞
離
れ
た
村
や
農
場

へ
の
移
動
が
頻
繁
に
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

は
、
遊
動
キ
ャ
ン
プ
の
時
代
に
お
い
て
、
村
や
農
場
の
存
在
な
し
に
は
調
査
対

象
地
内
の
サ
ン
が
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
々
の
出
来
事
の
お
お
よ
そ
の
年
代
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
人
々
の

移
動
ル
ー
ト
を
年
代
別
に
地
図
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
人
々
の
移
動
空
間
は
、

三

つ
の
移
動
パ
タ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
ま
と
あ
ら
れ
る
。

第

一
は
、
バ
ン
ド
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
対
応
す
る

ロ
ー
カ
ル
な
地
域
内
で
の
移
動

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
移
動
に
は
、
毎
年
、
雨
期
に
農
耕
に
従
事
す
る
た
め

の
本
拠
地
の
存
在
が
見
い
出
さ
れ
る
。
事
例
1
の
ト
ム
チ

ュ
ル
や
事
例
4
の
カ

オ
チ

ュ
エ
が
、
そ
の
よ
い
例

で
あ
る
。
第
二
は
、
第

一
の
地
域
に
隣
接
す
る
地

域
を
含
め
て
の
移
動

で
あ
る
。
第
三
は
、
井
戸

の
あ
る
近
隣
村
や
ア
フ
リ
カ
ー

ナ
ー
経
営
の
農
場

へ
の
長
距
離
移
動

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
サ
ン
の
居
住
地
移
動

の
空
間
は
三
重
の
構
造
か
ら
成
り
立
ち
、
年
降
水
量
の
変
動
が
、

こ
れ
ら
三
つ

の
移
動
パ
タ
ー
ン
の
選
択

に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ

と
は
、
遊
動
キ
ャ
ン
プ
の
成
立
を
考
え
る
際
に
、
町
や
農
場
は
植
民
地
時
代
に
、

村
は
植
民
地
化
以
前
に
形
成
さ
れ
た

よ
う
に
、
定
住
社
会
と
の
歴
史
的
な
関
与

を
無
視

で
き
な
い
こ
と
を
示
す
。

土
　
ま
と
め
と
展
望
-
環
境
史
を
組

み
入
れ
た
社
会
史
研
究
-

本
研
究
で
は
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ
を
対
象
に
し
た
環
境
史
研
究
の
動
向
を
紹

介
す
る
と
同
時
に
、
現
在
、
筆
者
か
す
す
あ
て
い
る
イ
キ
リ
ス
保
護
健

ベ
チ

ニ

ア
ナ
ラ
ン
ド
の
環
境
史

・
社
会
史
研
究
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ

の
結
果
、
従
来
の
環
境
史
研
究
は
3
時
代
に
区
分
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
、
筆

者
の
研
究
は
地
名
を
手
が
か
り
に
し
て
出
来
事

に
よ
る
年
代
を
確
定
す
る
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
の
移
動
の
歴
史
を
復
元
す
る
試
み
で
あ

っ
た
。
そ
の
な
か
で
、

ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
バ
ッ
タ
の
大
発
生
や
天
然
痘
の
流
行

へ
の
住
民

の
対
応
な
ど
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
降
水

量
変
動
、
人
口
減
少
、
徴
税
シ
ス
テ
ム
、
農
場
や
鉱
山

へ
の
出
稼
ぎ
と
い
う
諸

現
象
の
相
互
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に
、
環
境
史
を
組
み
入
れ
た
社
会
史
を
復

元
す
る
た
め
の
試
み
で
あ

っ
た
。

　
前
半
の
展
望
で
述
べ
た
よ
う
に
、
環
境
史
研
究
は
多
様
な
方
法
の
組
み
合
わ

せ
に
よ

っ
て
展
開
し
て
き
た
側
面
を
持
ち
、
環
境
史
の
中
味
は
あ
ま
り
に
も
多

岐
に
わ
た
る
。
環
境
史
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
研
究

で
も
、
環
境
史
的
研
究

を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
環
境
史
と
い
う
言
葉
の
目
新
し
さ
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
古
文
書
の
渉
猟
と
現
地
調
査
と
い
う
両
面
か
ら
の
継
続
調
査
は
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
過
去
の
植
生
を
復
元
す
る
た
め
に
航
空
写
真
や
衛

星
画
像
の
利
用
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
対
象
地
と
対
象
年
代

に
お
い
て
該
当
す
る
写
真
は
見
出
せ
な
か

っ
た
。

　
筆
者
は
、
別
稿
で
は
イ
ギ
リ
ス
保
護
領
ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
の
社
会
史
を
復

元
す
る
た
め
に
、

一
九
三
〇
年
に
対
象
地
域
を
通
過
し
た
ヴ

ェ
ル
ナ
イ

.
ラ
ン

探
検
隊
の
写
真
記
録
を
利
用
し
て
い
る
㊤
。
こ
の
な
か
に
は
、
パ
ン
の
水
の
量

な
ど
環
境
史
に
使
え
る
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、

ア
フ
リ
カ
の
環
境

史
研
究
に
お
い
て
は
、
文
化
人
類
学
の
方
法
を
中
心
と
し
て
、
環
境
史
と
社
会

史
と
の
区
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
使
用
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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筆

者

は

、

す

で

に

カ

ラ

ハ

リ

砂

漠

の

一
部

の

地

域

に

お

け

る

地

名

の

分

布

　

を

報

告

し

て

い

る

。

地

名

は

、

降

雨

後

に

水

の

た

ま

る

パ

ン
内

の

く

ぼ

地

、

　

半

砂

漠

の

な

か

林

や

特

別

な

木
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そ

し

て
丘

陵

地

に
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与
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れ
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い

た

。

ま

　

た
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グ

ウ

ィ
と

ガ

ナ

の

生

活

史

の

語

り

に
登

場

す

る

膨

大

な

数

の

地

名

は

、

　

民

族

誌

を

民

族

史

へ

と

架

橋

す

る

う

え

で
重

要

な

手

掛

り

に

な

る

だ

ろ

う

と

　

指

摘

さ

れ

る

(菅

原

和

孝

お

箋
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憶

装
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と

し

て

の

名

前
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立

民
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究

報

告

二

二

(
一
)
、

八

八

頁

)
。
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推
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キ
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事
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し

て
、

ア

マ

ン
テ

ベ

　

レ

の
侵

攻
、

赤

バ

ッ
タ

と
茶

色

バ

ッ
タ

の
大

発

生

、

天

然

痘

の
流

行

、

シ

ル

　

バ

ー

バ

ウ

ア

ー

に
よ

る

調
査

、

日
本

人

に

よ

る

調
査

の

5

つ
を

挙

げ

て

い

る

　

(-K
j̀
°'雅

1
2
0
0
1
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ト
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ル
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ハ
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記
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中

二

郎

編
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ラ
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集

民
』

京

都

大

学

出

版

会

)
。

本

稿

で

の
筆

者

の

記

述

と

は

一

　

部

類

似

す

る

と

同
時

に
大

ぎ

な
違

い
も

認

め

ら

れ

る

。

両

者

の
比

較

に

つ
い

　

て

は
、

別

稿

で
論

じ

る

予
定

で
あ

る
。

㈲

　

赤

t$J
バ

`
タ

(R
e
d

L
o
c
u
s
t
)

は
、

ア

フ
リ

カ

全

土

と

マ
ダ

ガ

ス
カ

ル

　

に
分

布

し

、

最

も

主
要

な
繁

殖

地

は

タ

ン
ガ

ニ
ー
カ

や

ロ
ー

デ

シ

ア
北

部

な

　

ど

で
あ

る

。

そ

し

て
、

翅

を

も

つ
成

熟

し

た
成

虫

は

四
月

か

ら

一
二
月

ま

で

　

の
九

ヵ

月

間

も
生

き
続

け
、

一

一
月

ま

で
に

は
産

卵

を

終

え

る
。

ま

た
、

移

　

動

は
有

効

な

風

を
利

用

し
、

そ

れ

に
乗

っ
て
行

わ

れ

る

。

群

れ

の
長

さ

は

三

　

〇

～

六

〇

㎞
続

き
、

幅

は

三
～

八

㎞

と

記
録

さ

れ

て

い

る
。

彼

ら

は

日
中

は

　

食

を

と

ら

ず

に
飛

行

し
続

け
、

夜

に

入

っ
て
食

事

を

し

眠

る

(
坂

口
浩

平

編

　

一⑩
。゚
・。

『
図

説

　
世

界

の
昆
虫

六

ー

ア

フ
リ

カ
編

ー
』

保

育

社

)
。

圏

　

じd
°Z
°諺
゜
(
ボ

ツ

ナ

ワ
国
立

古

文

書

館

の
資

料

フ

ァ
イ

ル
)

ζ

巴

.

.6
/

5

　

　

S
ilb
e
r
b
a
u
e
r
1
9
7
2

T
h
e

G
/
w
i
B
u
s
h
m
e
n
.
B
ic
c
h
ie
r
i
e
d
.
H
u
n
t
e
r

　

a
n
d

G
a
th
e
r
e
r
s

T
o
d
a
y
.
R
in
h
e
r
t
a
n
d

W

in
s
t
o
n
.
三

〇

三

頁

。

㈹

　

bd
°Z
°〉
.

S
5
6
3
　

1
/

2

㈱

　
拙

稿

N
O
宝

「
ブ

ッ
シ

ュ
マ
ン
と

カ

ラ

ハ
リ

農

牧

民

と

の
交

渉

史

」
田

中

二

　

郎

ほ
か

編

『
遊

動

民

ー

ア

フ

リ
カ

の
原

野

に
生

き

る

ー
』

昭

和

堂

。

【付
記
】　

本
稿
は
、
平
成

一
六
年

一
月
二
四
日
の
大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
例

会
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
原
稿
の

一
部
を
基
に
し
て
い
る
。

.・


